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①
八
尾
に
新
た
な
歴
史
名
所

　

旧
植
田
家
住
宅
は
、
当
時
の
会
所
屋

敷
を
一
部
継
承
し
て
い
る
建
物
で
、
土

間
部
分
に
会
所
屋
敷
当
時
の
姿
を
残
し

蔵
一
、
土
蔵
二
、
控
舎
、
井
戸
舎
、
神

舎
、
展
示
棟
（
新
設
）
が
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
主
屋
と
土
蔵
一
は
常
設
展
示
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
主
と
し
て
生

活
器
具
類
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
植
田

家
の
く
ら
し
を
身
近
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
茶
室
や
カ

マ
ヤ
の
カ
マ
ド
は
実
際
に
使
え
る
よ
う

に
復
元
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
体
験
学

習
な
ど
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
だ
。

　

展
示
棟
は
収
蔵
庫
と
展
示
室
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
収
蔵

庫
は
非
公
開
で
、
温
度
や
湿
度
が
管
理

さ
れ
て
お
り
、
書
画
類
・
工
芸
品
・
河

内
木
綿
資
料
・
書
籍
な
ど
の
文
化
財
が

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
展
示
室
で
は
収
蔵

資
料
の
う
ち
、
貴
重
な
も
の
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
年
間
に
数
回
、
特
別
展
や

企
画
展
を
行
な
う
予
定
だ
と
い
う
。

安中新田会所跡

江
戸
・
明
治
期
の
名
品
ず
ら
り

　

Ｇ
Ｗ
最
終
日
の
五
月
六
日
、
安
中
新
田
会
所
跡
旧
植
田
家
住
宅
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
旧
植
田
家
住
宅
は
大

和
川
付
替
え
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
安
中
新
田
の
会
所
で
あ
り
、
支
配
人
の
居
宅
で
も
あ
っ
た
建
物
。
三
〇
〇

年
の
永
き
に
わ
た
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
今
、
そ
の
ベ
ー
ル
を
脱
い
だ
。

指
定
管
理
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｉ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｉ
（
ひ
か

り
）
は
、二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）

一
二
月
に
設
立
さ
れ
た
。「
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｉ
」
の
名
称
は
、History
﹇
歴
史
﹈、

Investigation

﹇
調
査
﹈、Culture
﹇
文

化
﹈、Art

﹇
芸
術
﹈、Library

﹇
資
・

史
料
﹈、Institution

﹇
団
体
﹈
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
由
来
し
て
い
る
と
い
う
。
理

事
長
の
木
村
正
二
氏
は
「 

八
尾
の
歴

史
・
文
化
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
知
っ

て
も
ら
い
、
次
代
へ
伝
え
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
郷
土
の
貴
重
な
文

化
遺
産
を
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
継

承
す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
貴
重
な

河
内
の
歴
史
・
地
域
・
生
活
・
文
化
芸

術
の
発
展
と
そ
の
視
点
に
立
っ
た
健
全

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
、
多
く
の
方
々

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
着
実

に
拡
充
し
て
ゆ
き
た
い
と
ス
タ
ッ
フ
皆

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」
と
語
っ
た
。

め
ざ
す
は
地
域
密
着
型
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
中
核
施
設

門
を
く
ぐ
る
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
が
現
れ
る

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の

敷
地
面
積
は
四
五
〇
坪
と
、
会
所
屋
敷

が
建
て
ら
れ
た
当
時
の
三
倍
近
い
広
さ

に
な
っ
て
い
る
。
当
初
、
会
所
機
能
し

か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
場
所
に
支
配
人

を
務
め
た
植
田
家
が
移
り
住
み
、
住
居

と
し
て
の
機
能
が
追
加
さ
れ
て
い
っ
た

結
果
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

旧
植
田
家
住
宅
の
か
つ
て
の
様
子
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
に

文
政
五
年
（
一
八
二
〇
）
ご
ろ
の
家
相

図
が
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
主
屋
の

広
さ
は
現
在
の
半
分
よ
り
少
し
広
い
く

ら
い
で
、
二
階
も
つ
く
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
旧
植
田
家
住
宅
は

四
度
ほ
ど
の
大
き
な
改
築
の
後
、
ほ
ぼ

現
在
の
姿
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

現
在
の
旧
植
田
家
住
宅
は
公
開
に
あ

た
っ
て
整
備
さ
れ
、
主
屋
の
ほ
か
に
土

②
安
中
新
田
誕
生
　
③
コ
ン
サ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
「
エ
ド
・
バ
ッ
ハ
」

④
記
念
講
演
「
大
和
川
付
替
え
と
新
田
開
発
」

＊
開
館
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
。
火
曜
休
館
。

　
　
電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
２
）
９
９
２
―
５
３
１
１

八
尾
に
新
た
な
歴
史
名
所
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現
在
の
淀
川
が
百
年
前
に
で
き
た
人

工
の
川
で
あ
る
こ
と
は
比
較
的
知
ら
れ

て
い
る
が
、
現
在
の
大
和
川
が
三
百
年

前
に
付
替
え
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
か
つ

て
の
大
和
川
は
笠
置
山
を
水
源
に
、
奈

良
盆
地
の
流
れ
を
集
め
て
西
へ
と
流

れ
、
生
駒
山
の
ふ
も
と
か
ら
大
坂
へ

入
っ
て
い
た
。
現
在
の
柏
原
市
の
あ
た

り
で
石
川
を
合
流
し
た
後
、
二
俣
で
久

宝
寺
川
（
現
在
の
長
瀬
川
）
と
玉
櫛

川
（
現
在
の
玉
串
川
）
に
分
流
。
そ
の

後
、
玉
櫛
川
は
菱
江
川
と
吉
田
川
に
分

か
れ
、吉
田
川
は
北
へ
流
れ
て
深
野
池
・

新
開
池
へ
と
流
れ
込
む
。
そ
こ
か
ら
西

へ
向
か
い
、久
宝
寺
川
と
再
び
合
流
し
、

さ
ら
に
、
大
坂
城
の
東
で
平
野
川
と
合

流
し
、
淀
川
（
現
在
の
大
川
）
に
流
れ

込
ん
で
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
の
大
和
川
は

今
よ
り
も
淀
川
と
密
接
な
つ
な
が
り
を

持
っ
て
お
り
、
河
村
瑞
賢
は
淀
川
を
整

備
し
、
水
の
流
れ
を
よ
く
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
和
川
流
域
、
ひ
い
て
は
大

坂
全
体
の
水
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
た
。

　

こ
の
考
え
を
具
体
化
し
て
、
貞
享
三

年
（
一
六
八
六
）
一
回
目
、
元
禄
一
二

年
（
一
六
九
九
）
に
二
回
目
の
淀
川

の
改
修
工
事
が
河
村
瑞
賢
に
よ
っ
て

行
な
わ
れ
、
大
坂
の
治
水
は
完
了
し

た
か
に
思
わ
れ
た
が
、
翌
年
の
元
禄

一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
と
元
禄
一
四

年
（
一
七
〇
一
）
と
二
年
続
い
て
大
水

害
が
起
こ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
農

作
物
が
ま
っ
た
く
と
れ
な
く
な
る
ほ
ど

の
大
き
な
被
害
を
お
よ
ぼ
し
た
。
こ

の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
幕

府
が
本
腰
を
入
れ
て
動
き
、
宝
永
元

年
（
一
七
〇
四
）
に
旧
大
和
川
は
現
在

の
大
和
川
へ
と
付
替
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

計
画
当
初
、
三
年
は
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
た
工
事
は
、
わ
ず
か
八
ヶ
月
で

終
わ
り
、
そ
の
後
、
水
量
が
減
り
、
川

幅
が
せ
ま
く
な
っ
た
結
果
、
川
床
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
新
し
く
土
地
が
生
ま

れ
た
。
そ
こ
を
農
地
と
し
て
開
発
し

た
の
が
「
新
田
」
と
呼
ば
れ
る
耕
作
地

だ
。
そ
の
広
さ
は
旧
大
和
川
流
域
全
体

で
約
一
〇
六
〇
町
歩
（
約
一
〇
五
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
）。
安
中
新
田
も
そ
の
ひ
と

つ
で
、
記
録
に
よ
る
と
四
七
町
一
一
歩

（
約
四
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
開
発
主
体
と
な
っ
た
の

は
柏
原
に
あ
る
安
福
寺
や
慈
願
寺
の
よ

う
な
お
寺
の
ほ
か
、
老
原
や
瓜
破
の
人

び
と
で
あ
る
。
正
徳
元
年（
一
七
一
一
）

に
描
か
れ
た
「
安
中
新
田
分
間
絵
図
」

は
こ
の
際
の
土
地
面
積
を
記
載
し
た
縮

尺
約
三
〇
〇
分
の
一
の
絵
図
で
、
お
よ

そ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
×
六
メ
ー
ト
ル
と

い
う
巨
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
絵

図
の
中
央
下
部
に
は
「
会
所
屋
敷
」
と

書
か
れ
た
部
分
が
あ
り
、
こ
れ
が
現
在

の
旧
植
田
家
住
宅
の
敷
地
の
一
部
に
あ

た
る
。
絵
図
が
描
か
れ
た
当
時
、
植
田

家
は
ま
だ
会
所
屋
敷
に
は
入
っ
て
お
ら

ず
、
新
田
は
道
明
寺
村
の
庄
屋
・
兵
左

衛
門
を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

河
村
瑞
賢　
　

江
戸
時
代
初
期
の
豪

商
。
幕
府
の
土
木
工
事
の
人
夫
頭
に
な

る
な
ど
し
て
、
資
産
を
増
や
し
、
材
木

屋
を
営
む
よ
う
に
な
り
、
明
暦
三
年

（
一
六
五
七
年
）、
明
暦
の
大
火
の
際
に

は
、
木
曽  

福
島
の
材
木
を
買
い
占
め
、

土
木
・
建
築
を
請
け
負
う
事
で
、
莫
大

な
利
益
を
得
た
。
ま
た
、
海
運
の
発
展

に
尽
力
し
、貞
享
元
年
（
一
六
八
四
年
）

に
は
、淀
川
河
口
の
治
水
工
事
を
行
い
、

安
治
川
を
開
く
な
ど
し
、
全
国
各
地
で

治
水
・
灌
漑
・
鉱
山
採
掘
・
築
港
・
開

墾
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
た
。

付け替え以前の大和川水系。旧大和川が大坂市中全域に影響
をおよぼしていたことがよくわかる

安中新田分間絵図　１間（180cm）を１分（3mm）で表したことから分間絵図と呼ばれる

安
中
新
田
誕
生

絵
図
が
語
る
新
田
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コ
ン
サ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

エ
ド
・
バ
ッ
ハ

　

安
中
新
田
会
所
跡
旧
植
田
家
住
宅
の

開
館
か
ら
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

と
な
る「
エ
ド
・
バ
ッ
ハ
〜
江
戸
と
バ
ッ

ハ
の
時
代
〜
」
が
、六
月
一
三
日
（
土
）

一
八
時
よ
り
、
旧
植
田
家
住
宅
に
て
行

な
わ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
事
前
に
申

し
込
み
の
あ
っ
た
五
三
名
の
参
加
者
が

会
場
に
集
ま
り
、
約
一
時
間
の
チ
ェ

ロ
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
演
奏
に
酔
い
し
れ

た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
旧
植
田
家
住

宅
の
指
定
管
理
者N

PO

法
人H

ICALI

に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
地
元

音
楽
家
を
招
き
、
旧
植
田
家
住
宅
の
建

物
を
使
っ
た
音
楽
会
が
で
き
な
い
か
と

い
う
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
。
記
念
す
べ

き
第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
元
大
阪

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
チ
ェ

ロ
奏
者
安
藤
信
行
さ
ん
（
64
）
と
奥
様

の
安
藤
晴
子
さ
ん
を
招
き
、
チ
ェ
ロ
と

チ
ェ
ン
バ
ロ
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や

ソ
ロ
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
一
七
〇
四
年
の
大

和
川
付
替
え
に
ち
な
ん
で
同
じ
江
戸
時

代
を
生
き
て
い
た
西
洋
の
音
楽
家
バ
ッ

ハ
に
着
目
し
、
日
本
と
西
洋
の
歴
史
を

音
楽
を
通
し
て
体
感
し
よ
う
と
い
う
も

の
。
開
演
前
に
は
旧
植
田
家
住
宅
の
建

物
内
を
自
由
に
見
学
で
き
、
河
内
の
歴

　

旧
植
田
家
住
宅
の
庭
の
隅
に
は
二
坪

ほ
ど
の
畑
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ

で
は
「
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
」
が
育
て

ら
れ
て
い
る
。
伝
統
野
菜
は(

1) 

概

ね
一
〇
〇
年
前
か
ら
大
阪
府
内
で
栽
培

さ
れ
て
き
た
野
菜
。(

2) 

苗
、
種
子

等
の
来
歴
が
明
ら
か
で
、
大
阪
独
自
の

品
目
、
品
種
で
あ
り
、
栽
培
に
供
す
る

苗
、
種
子
等
の
確
保
が
可
能
な
野
菜
。

(

3) 

府
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
野
菜

と
い
う
定
義
で
大
阪
府
が
認
定
し
て
い

る
も
の
だ
。
こ
こ
で
育
て
ら
れ
て
い
る

の
は
毛
馬
胡
瓜
（
け
ま
き
ゅ
う
り
）、

玉
造
黒
門
越
瓜
（
た
ま
つ
く
り
く
ろ
も

ん
し
ろ
う
り
）、
勝
間
南
瓜
（
こ
つ
ま

な
ん
き
ん
）、
吹
田
慈
姑
（
す
い
た
く

わ
い
）
の
四
種
類
。
勝
間
南
瓜
は
勝
間

村
（
現
大
阪
市
西
成
区
玉
手
町
）
の
あ

た
り
で
作
ら
れ
て
い
た
日
本
カ
ボ
チ
ャ

で
、
か
つ
て
は
小
柄
で
か
わ
い
ら
し
い

女
性
の
代
名
詞
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

今
東
光
の
作
品
に
同
名
の
も
の
が
あ

り
、
産
地
で
は
な
い
も
の
の
八
尾
と
の

縁
も
深
い
。

　

七
月
に
入
り
、
畑
に
植
え
ら
れ
た
野

菜
は
最
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、
毎
日
色

鮮
や
か
な
瓜
や
南
瓜
が
収
穫
さ
れ
て
い

る
。
旧
植
田
家
住
宅
で
は
、
秋
に
郷
土

食
の
試
食
会
を
予
定
し
て
い
る
と
い

う
。「
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
畑
で
収

穫
さ
れ
た
勝
間
南
瓜
も
出
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。」
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
お
楽
し
み
に
。

史
や
く
ら
し
を
学
ん
だ
後
に
音
楽
が
楽

し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
定
員
は

五
〇
名
で
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
締

め
切
り
一
週
間
前
に
は
す
で
に
「
満
員

御
礼
」
状
態
で
あ
っ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト

は
主
屋
の
土
間
部
分
に
ス
テ
ー
ジ
が
組

ま
れ
、
参
加
者
は
座
敷
の
上
か
ら
鑑
賞

し
た
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｉ
理
事
長
木
村
正
二
氏

の
挨
拶
に
続
き
、
八
尾
市
長
の
一
言
を

頂
戴
し
た
後
、
安
藤
信
行
さ
ん
の
軽
快

な
お
し
ゃ
べ
り
と
と
も
に
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
始
さ
れ
た
。
今
回
演
奏
さ
れ

た
曲
は
全
七
曲
。
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ

（
一
六
八
五
〜
一
七
五
〇
）
を
は
じ
め
、

同
時
代
の
作
曲
家
Ｇ
．
Ｗ
．
ヘ
ン
デ
ル

（
一
六
八
五
〜
一
七
五
九
）
や
マ
ラ
ン
・

マ
レ
ー
（
一
六
五
六
〜
一
七
二
八
）
な

ど
、
一
七
・
一
八
世
紀
の
バ
ロ
ッ
ク
音

楽
が
当
時
の
西
洋
文
化
を
偲
ば
せ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
紹

介
か
ら
始
ま
り
晴
子
さ
ん
の
ソ
ロ
演

奏
。
二
曲
続
け
て
演
奏
さ
れ
た
二
人
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
は
、
二
台
の
楽
器
の

響
き
が
徐
々
に
建
物
と
一
体
と
な
っ
て

い
く
様
子
が
感
じ
ら
れ
た
。
今
回
の
メ

イ
ン
と
も
い
え
る
安
藤
信
行
さ
ん
ソ
ロ

の
バ
ッ
ハ
《
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
第
３

番
》
は
、
お
よ
そ
三
〇
分
も
の
熱
演
で

あ
っ
た
。最
後
は
バ
ッ
ハ
＝
グ
ノ
ー《
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
》
の
演
奏
で
会
場
は
大

き
な
拍
手
に
包
ま
れ
、
演
奏
会
は
成
功

裡
に
終
了
し
た
。
途
中
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
「
文

楽
（
黛
俊
郎
作
曲
）」
は
、
今
回
一
番

の
人
気
で
あ
っ
た
。

　

昨
今
、
古
民
家
を
利
用
し
た
演
奏
会

は
多
く
み
ら
れ
る
が
、今
回
の
「
エ
ド
・

バ
ッ
ハ
」
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
三
〇
〇
年

と
い
う
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
、
他
で
は

絶
対
に
味
わ
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

次
回
開
催
は
未
定
だ
が
、
今
後
の
イ
ベ

ン
ト
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

旧
植
田
家
住
宅
の
畑
で
収
穫
さ
れ
た

毛
馬
胡
瓜
を
手
に
す
る
宮
元
学
芸
員

「
あ
ん
ぱ
ぱ
」
で
お
な
じ
み
の
チ
ェ
ロ

奏
者
、
安
藤
信
行
氏
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今
後
の
予
定

企
画
展

大
和
川
付
替
え
と

　
　
　
新
田
開
発

　

安
中
新
田
会
所
跡
旧
植
田
家
住
宅
で

は
七
月
一
日（
水
）か
ら
八
月
二
日（
日
）

の
間
、「
大
和
川
付
替
え
と
新
田
開
発
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
企
画
展
が
行
わ
れ
、

安
中
新
田
分
間
絵
図
（
複
製
、
以
下

「
分
間
絵
図
」）
を
は
じ
め
と
し
た
大
和

川
付
替
え
関
連
資
料
が
展
示
さ
れ
た
。

分
間
絵
図
は
壁
面
に
展
示
さ
れ
、
大
和

川
付
替
え
と
安
中
新
田
に
つ
い
て
の
解

説
パ
ネ
ル
と
あ
い
ま
っ
て
大
和
川
付
替

え
と
安
中
新
田
の
関
係
の
深
さ
が
わ
か

る
。
分
間
絵
図
は
展
示
室
の
床
に
陶
板

画
で
常
設
さ
れ
て
お
り
、
本
企
画
展
が

終
わ
っ
た
後
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
分
間
絵
図
を
囲
む
よ
う
に
旧
植
田

家
に
伝
わ
る
河
内
木
綿
で
で
き
た
消
防

法
被
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
注
目
の
展

示
は
中
甚
兵
衛
の
十
代
目
に
あ
た
る
中

九
兵
衛
氏
か
ら
借
用
し
た
甚
兵
衛
の
肖

像
画
と
裾
に
「
水
」
と
文
字
が
染
め
ら

れ
て
い
る
鹿
革
陣
羽
織
で
あ
っ
た
。
肖

像
画
は
出
家
後
の
八
七
歳
の
と
き
の
姿

を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
陣
羽
織
は
甚

兵
衛
が
大
和
川
付
替
え
工
事
の
際
に
着

て
い
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
来
館

者
か
ら
好
評
だ
っ
た
の
が
長
瀬
川
・
玉

串
川
沿
い
の
ま
ち
の
今
と
む
か
し
を
、

立
体
的
に
展
示
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ

プ
と
写
真
だ
っ
た
。
来
館
者
は
、
こ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
と
写
真
の
ま
わ
り

を
何
度
も
ま
わ
っ
て
地
域
の
史
跡
や
昔

の
写
真
に
見
入
っ
て
い
た
。

　
「
大
和
川
付
替
え
と
新
田
開
発
」
の

企
画
展
を
記
念
し
て
、
中
九
兵
衛
氏
を

講
師
に
招
き
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
当

時
の
大
和
川
や
近
辺
の
川
の
状
況
を
ふ

ま
え
な
が
ら
、
甚
兵
衛
の
一
生
、
付
替

え
を
達
成
す
る
ま
で
の
苦
難
の
道
の

り
、
付
替
え
に
と
も
な
う
工
事
の
様

子
、
付
替
え
に
よ
る
影
響
な
ど
、
多
く

の
話
を
聞
く
事
が
で
き
た
。
最
後
の
質

問
コ
ー
ナ
ー
で
は
多
く
の
参
加
者
か
ら

質
問
が
あ
り
、
時
間
が
足
り
な
い
ほ
ど

で
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
あ
ら
た
め

て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
。

九
月
二
日
（
水
）
〜
一
〇
月
二
六
（
月
）

企
画
展
「
新
田
開
発
と
人
々
〜
く
ら
し
編
〜
」

九
月
五
日
（
土
）

記
念
講
演
「
す
ま
い
が
育
て
た
日
本
の
心
」

講
師　

森　

隆
男 

氏
（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）

九
月
二
三
日
（
水
・
祝
）

河
内
木
綿
ま
つ
り

 

＊
糸
つ
む
ぎ
、
綿
く
り
な
ど
の
体
験
が
で
き
ま
す

十
月
二
五
日
（
日
）

渋
川
神
社
む
か
し
遊
び「
チ
ャ
ン
バ
ラ
教
室
」

十
月
三
一
日
（
土
）

八
尾
再
発
見 

文
学
に
見
る
八
尾
「
今
東
光
と
八
尾
」

講
師　

伊
東　

健 

氏（
今
東
光
研
究
家
）

＊
一
〇
月
二
八
日
（
水
）
よ
り
今
東
光
関
連
資
料
展
開
催

一
一
月
二
一
日
（
土
）

河
内
木
綿
体
験
講
座

中
甚
兵
衛
の
一
〇
代
目
の
子
孫
、
中
九

兵
衛
氏

植
松
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
発
行

休
日
は
こ
の
〝
ま
っ
ぷ
〞
を
片
手
に
地

元
を
散
策
し
て
み
る
の
も
楽
し
い

　

安
中
新
田
会
所
跡
旧
植
田
家
住
宅
が

開
館
し
て
、
早
い
も
の
で
も
う
３
か

月
半
が
す
ぎ
ま
し
た
◆
開
館
以
来
約

三
五
〇
〇
名
の
か
た
に
訪
れ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
嬉
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
い

ま
す
◆
こ
れ
か
ら
も
様
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
み
）

編
集
手
帳

行
事
・
展
示
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
安
中
新
田
会
所
跡
旧
植
田
家
住
宅

（
０
７
２
―
９
９
２
―
５
３
１
１
）ま
で
。

　
＊
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
・
火
曜
休
館

　

八
月
二
一
日
に
「
の
ん
び
り
植
松
ぶ

ら
っ
と
ま
っ
ぷ
が
発
行
さ
れ
た
。（
発

行
／
植
松
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

会
、
編
集
協
力
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｌ
Ｉ
）
こ
の
〝
ま
っ
ぷ
〞
に
は
渋
川

神
社
や
植
松
簷
葡
舎
跡
な
ど
の
有
名
な

史
跡
・
名
所
だ
け
で
な
く
、
民
家
の
塀

に
描
か
れ
た
絵
や
駅
前
の
花
壇
な
ど
、

身
近
な
名
所
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
図
を
片
手
に
〝
ま
ち
〞
を
散

策
し
て
み
る
と
、
い
つ
も
の
風
景
の
中

に
新
し
い
発
見
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

〝
の
ん
び
り
植
松
ぶ
ら
っ
と
ま
っ
ぷ
〞
は
Ｊ
Ｒ
八
尾
駅
前

通
り
商
店
街
の
ほ
か
市
役
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

安
中
新
田
会
所
跡
旧
植
田
家
住
宅
な
ど
で
配
布
中
。


